
事業系一般廃棄物減量計画書の記入の仕方（令和８年度用） 

 この計画書は、令和７年度のごみの排出量から抽出した「事業系一般廃棄物の多量排出事業者※」様

に提出いただきます。 

減量化及び資源化の意識の向上を図っていただくため、また、事業系一般廃棄物の適正処理について、

事業者の責務が生じることを、再確認いただくために作成、提出いただくものです。 

 

※「事業系一般廃棄物の多量排出事業者」とは、1日平均 20kg以上の事業系一般廃棄物を排出する事

業者のことです。 

 

●様式（第３条関係）事業系一般廃棄物減量計画書について 

 

この様式には、基本的な事項を記入いただきます。右上の№は記入不要です。また、提出者の押印も

不要です。 

 

① 住所及び提出者・・・住所及び所有者または、占有者を記入してください。所有者と占有者が異な 

る場合は、占有者が廃棄物を管理している場合を除き、所有者が提出者となり

ます。また、法人については、その名称と代表者を記入してください。 

 

② 建物の種類・・・該当するものに○を付けてください。「8.その他」に該当する場合は、（ ）内に 

具体的に記入してください。 

 

③ 事業所の所在地・・・廃棄物を排出している事業所の、名称や所在地について記入してください。 

Ａ・・・事業所の名称を記入してください。建物に名称がある場合はその名称も記入してください。 

Ｂ・・・事業所の所在地を記入してください。 

Ｃ・・・同一敷地内において、複数の建物が同一の目的のため、一体利用されている場合（工場・学   

校・病院等）は、すべての建物を合わせた延床面積を記入してください。 

Ｄ・・・Ｃの延床面積に対して、対象となる総棟数を記入してください。 

Ｅ・・・営まれている事業の内容を記入してください。 

Ｆ・・・従業員数を記入してください。 

Ｇ・・・Ｆ以外の、1日あたりの利用者数を記入してください。 

 

④ 担当者・・・本計画書の記入者を記入してください。 

Ｈ・・・記入者もしくは、廃棄物の管理を担当している部署がある場合は、その部署と担当者を記入

してください。 

 

 

 



●別紙について 

 

別紙 1及び別紙 2には、事業系一般廃棄物の中で「し尿」を除いた紙類、ビン、カン、生ごみなど 

の再利用量や、処分量を記入いただきます。 

 別紙 3には、自己評価、取組内容等について記入いただきます。 

 

⑤ 別紙 1（前年度実績=令和 7年度実績）・・・令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31日までの実績 

 を、記入してください。 

※今回は、把握している範囲で記入してください。不明であれば記入の必要はありません。 

※排出量・再利用量・処分量は、概数で差し支えありません。 

Ｉ・・・一般廃棄物の種類が他にある場合は、「生ごみ」の下の空欄に書き加えてください。 

Ｊ・・・該当する事業所から排出される、一般廃棄物の総重量を記入してください。 

Ｋ・・・再利用（リサイクル）として処分した資源物の重量を記入してください。 

Ｌ・・・表下の※1処理区分番号から番号を選択し記入してください。 

Ｍ・・・回収・収集業者名を記入してください。 

Ｎ・・・再利用せずごみとして処分した重量を記入してください。 

Ｏ・・・表下の※1処理区分番号から番号を選択し記入してください。 

Ｐ・・・回収・収集業者名を記入してください。 

 

⑥ 別紙 2（今年度見込み=令和 8年度見込み）・・・令和 8年 4月 1日から令和 9年 3月 31日までの 

 見込みを、記入してください。 

※排出量・再利用量・処分量は、概数で差し支えありません。 

 

⑦ 別紙３・・・自己評価及び取組内容、その他について記入してください。 

Ｑ・・・前年度実績の自己評価を記入してください。 

Ｒ・・・資源化向上（再利用量／排出量合計）のため、現在取り組んでいることや、今後取り組む 

こと、排出自体を減らす方策などを記入してください。 

Ｓ・・・ごみの減量化に関する市への提言、要望などについて記入してください。 
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